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石敷き広場に幽玄の響き石敷き広場に幽玄の響き
８月21日（日）、史跡慧日寺跡石敷き広場で『ともし火と仏教声楽の夕べ』が８月21日（日）、史跡慧日寺跡石敷き広場で『ともし火と仏教声楽の夕べ』が
開かれ、開かれ、声声

しょうみょうしょうみょう

明明の厳かな響きに人々は魅了されました。の厳かな響きに人々は魅了されました。

今月の町勢

平成 23 年９月１日現在

■世帯数　１，２０８世帯

■人口　　　３，８６９人

　　男　　　１，８７６人

　　女　　　１，９９３人

■転入　１２人／転出　　３人

■出生　　６人／死亡　　２人
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Ｌ
Ｔ
紹
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８
月
13
日
（
土
）、
町
中
央

公
民
館
前
に
お
い
て
『
第
二
回

ば
ん
だ
い
納
涼
盆
踊
り
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
と
と

も
に
お
盆
で
帰
省
し
た
人
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
夏
の
お
祭
り

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た

も
の
で
、
６
５
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
は
、

  

実

行
委
員
長
が
「
ふ
く
し
ま
の

復
興
は
、
会
津
か
ら
を
合
言

葉
に
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
盆
踊
り
に
は
鎮
魂
の
意
味

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
で
踊
っ
て

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た

方
の
魂
を
鎮
め
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て
町
長

が
「
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

震
災
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方
も
一

緒
に
大
き
く
元
気
を
発
信
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
磐
梯
明
神

太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
に
始
ま

り
、
南
相
馬
市
出
身
の
演
歌
歌

手
『
椿 

あ
き
ら
』
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
や
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

『
ザ
・
ヤ
ン
グ
ビ
ー
ツ
』
の
皆
さ

ん
が
演
奏
す
る
往
年
の
名
曲
を

中
心
と
し
た
エ
レ
キ
サ
ウ
ン
ド

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
お
好
み
焼

き
や
ク
レ
ー
プ
な
ど
13
の
本
格

露
店
を
は
じ
め
、
商
工
会
、
地

元
酒
造
会
社
、
ゴ
ル
フ
愛
好

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
夜
に
な
り

櫓
の
提
灯
に
明
か
り
が
灯
る
と
、

お
祭
り
ム
ー
ド
も
一
段
と
高
ま
っ

　

カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ト
バ
州
ウ
ィ

ニ
ペ
グ
市
か
ら
来
ま
し
た

で
す
。

　

磐
梯
町
は
山
が
綺
麗
で
景
色

が
と
て
も
よ
く
、
町
の
人
達
が

優
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本

で
し
て
み
た
い
こ
と
は
相
撲
観

戦
や
温
泉
に
入
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
カ
ナ
ダ
か
ら
磐
梯
町
へ

来
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、

町
民
の
方
と
交
流
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
い
き
ま
し
た
。

　

お
祭
り
ム
ー
ド
の
高
ま
り
に

合
わ
せ
て
盆
踊
り
も
開
始
さ
れ
、

 

民
謡
教
室
の
皆
さ

ん
に
よ
る
民
謡 

会
津
磐
梯
山
の

お
囃
子
が
流
れ
る
と
、
み
ん
な

で
櫓
を
二
重
に
囲
ん
で
踊
り
ま

し
た
。
踊
り
の
輪
に
は
、
震
災

で
町
に
避
難
さ
れ
て
い
る
浪
江

町
や
南
相
馬
市
の
方
々
も
参
加

し
、
昨
年
以
上
に
盛
り
上
が
っ

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
打
上
花

火
が
行
わ
れ
、
１
２
０
発
を
超

え
る
花
火
が
夏
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
彩
る
と
、
会
場
か
ら
は
拍

手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

復
興
の
願
い
を
込
め
て

復
興
の
願
い
を
込
め
て

第
二
回
ば
ん
だ
い
納
涼
盆
踊
り

第
二
回
ば
ん
だ
い
納
涼
盆
踊
り

踊りの輪は櫓を二重に囲んで広がります

熱唱する演歌歌手 椿 あきら さん

小野実行委員長のあいさつ

磐梯明神太鼓の勇壮な演奏

ザ・ヤングビーツの皆さんの公演

露店・販売コーナーも大盛況 踊りの輪には震災で磐梯町に
避難している方の姿も

最後は打ち上げ花火が夜空を彩りました
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８
月
21
日
（
日
）、
史
跡
慧

日
寺
跡
石
敷
き
広
場
に
お
い
て

『
と
も
し
火
と
仏
教
声
楽
の
夕

べ
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年

春
に
石
敷
き
広
場
と
ガ
イ
ダ
ン

ス
地
区
整
備
工
事
の
完
成
に
よ

り
復
元
さ
れ
た
中
心
伽
藍
を
活

用
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
方
は

も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
２
５
５

名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

灯
籠
の
ほ
の
か
な
明
か
り
で

金
堂
が
浮
か
び
上
が
る
幽
玄
な

空
間
で
行
わ
れ
た
燈
明
具
点
灯

会
は
、
町
長
か
ら
「
徳
一
に
学

び
、
後
世
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
我
々
の
責
務
と
思
う
。
今

日
は
、
平
安
の
昔
へ
思
い
を
は

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
新
義
真
言
声
明 

三
宝
会
代
表
の

さ

ん
（
郡
山
市 

如
宝
寺
）
が
『
声

明
』
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
、

公
演
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
声

明
と
は
、
仏
教
の
儀
式
・
法
要

で
唱
え
る
一
定
の
リ
ズ
ム
と
音

律
を
持
っ
た
声
楽
で
、
そ
の
起

源
は
数
千
年
前
の
イ
ン
ド
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
義
真
言
声
明
三
宝
会
は
、

昭
和
60
年
に
真
言
声
明
の
研
鑽

を
趣
旨
に
、
郡
山
市
如
宝
寺
に

発
足
し
、
福
島
県
を
中
心
に
寺

院
以
外
で
も
各
地
で
公
演
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、『
四
智
梵
語
』
や
『
金

剛
界
唱
礼
』、『
散
華
』、『
六
大

響
（
和
太
鼓
）』
な
ど
の
荘
厳

な
声
明
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

史
跡
内
に
は
灯
籠
の
他
に

も
、
廃
油
を
利
用
し
た
エ
コ

キ
ャ
ン
ド
ル
や
磐
梯
山
慧
日
寺

資
料
館
の
講
座
に
お
い
て
『
磐

梯
陶
房
』

さ
ん
（
七

ツ
森
）
の
指
導
の
も
と
野
焼
き

で
作
成
し
た
燈
明
具
も
並
べ
ら

れ
、
宵
闇
に
柔
ら
か
な
明
か
り

が
点
在
す
る
幻
想
的
な
空
間
で

自
分
た
ち
の
作
品
を
探
す
親
子

連
れ
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

夏
の
夜

夏
の
夜
金
堂
に
響
く
幽
玄
の
し
ら
べ

金
堂
に
響
く
幽
玄
の
し
ら
べ

　

８
月
15
日
（
月
）、
町
中
央

公
民
館
に
お
い
て
平
成
23
年
度

磐
梯
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
42

名
（
男
子
24
名
・
女
子
18
名
）

が
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
出
席
者
一
人
ひ
と

り
を
呼
名
し
成
人
披
露
を
行

い
、
町
長
が
「
大
人
の
仲
間
入

り
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎

え
、
新
し
い
希
望
と
強
い
決
意

を
も
っ
て
力
強
い
一
歩
を
踏
み

出
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
」
と
激
励
の
式
辞
を
述
べ

た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

に
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
長
の
来
賓
祝
辞
に

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

が
「
社
会
に
対
し
て
責
任
を
持

て
る
成
人
に
な
る
こ
と
、
そ
し

て
明
る
い
未
来
の
為
に
努
力
し

続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

決
意
の
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
全
員
で
の

記
念
撮
影
と
中
学
時
代
の
恩
師

を
囲
む
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
お
互
い
に
近
況
報
告
を
す
る

な
ど
、
恩
師
や
仲
間
と
懐
か
し

く
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

成
人
式

-

未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
35
名
が
出
席-

点在する明かりがとても幻想的です

荘厳な声明の響きが聞く者を魅了します

金堂の化粧屋根裏天井に
「六大響（和太鼓）」の響きが共鳴します

成人証書授与

成人者答辞

恩師を囲む会

参加者全員で記念撮影
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溝畑観光庁長官、道の駅を訪問
８月14日（日）、『道の駅ばんだい』を溝畑 

宏 観光庁長官が訪れました。『あいづ支援プロジェ

クト』を後援し、震災による風評被害を払しょくし

て観光誘客につなげることを目的に企画されまし

た。

オープン二周年記念祭を開催中の『道の駅ば

んだい』に立ち寄った観光庁長官は、町職員や

あいづ支援プロジェクトのスタッフとともに来場者

にパンフレットを配布してPR活動に取り組んでい

る五十嵐町長にあいさつ。町長の案内により施設

を視察し、地域活性化施設において自ら野菜を購

入すると、茹でトウモロコシを試食して「ばんだ

いのトウモロコシはうまい !」と感想を述べ、来場

者に地元の野菜のおいしさをアピールしました。

ポーズをきめる溝畑 観光庁長官（前列中央）

赤枝彼岸獅子が観光ＰＲ
８月20日（土）、愛知県刈谷市で開かれた「刈

谷わんさか祭り」に赤枝彼岸獅子が参加しました。

「刈谷わんさか祭り」は、刈谷市の夏の風物詩と

して開催される恒例のイベントです。

そのイベントにおいて、磐梯町の無形民族文化

財でもある伝統の舞を披露したのは、赤枝青年会

の 12 名の皆さん。東日本復興支援の一環として

招かれたもので、総合運動公園に設置された特設

ステージにおいて福島県の代表として「いわきじゃ

んがら」、「会津白虎隊踊り」の方々とともに伝統

芸能を披露し、風評被害を打ち破るべく、東北の

観光をPRしてきました。

髙橋さん東北地区体育指導委員協議
会功労者表彰を受賞

８月２日（火）、 さん（大寺六区）に

対し、東北地区体育指導委員協議会功労者表彰

の伝達が、教育長より行われました。

 髙橋さんは、昭和 63 年に磐梯町体育指導委

員に委嘱され、現在も社会体育の振興に貢献され

ております。この度、永年の功績が認められて表

彰を受賞することになりました。

髙橋さん、表彰受賞おめでとうございます。今

後も町の社会体育振興のためのご活動をよろしく

お願いします。表彰された さん（左）

会津地方有害鳥獣被害防止対策研修会
8月5日（金）、磐梯町中
央公民館において「会津地
方有害鳥獣被害防止対策
研修会」が開かれました。
会津農林事務所が主催し

たもので、町内を中心に約
40 名の方が参加。クマ被
害の特徴や具体的な防止
策について学習しました。研修会の様子

お盆野球
8月15日（月）、中学校
校庭及び町民運動場を会
場に磐梯町お盆野球大会
が開催されました。
11 チームが参加して

トーナメント戦により勝敗
を争い、前年大会に続いて
入倉地区が優勝し、見事2
連覇を達成しました。 見事２連覇を達成した入倉チーム

ご寄附ありがとうございます
８月11日（木）、磐梯町
町民ゴルフ大会実行委員
会から町の教育発展のため
に役立てていただきたいと
40,000円のご寄附をいた
だきました。
ご寄附の趣旨に沿って有
意義に活用させていただき
ます。ありがとうございま
した。役場を訪れた  実行委員長（左）

農
産
物
の
安
全
・
安
心
・

お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

戦没者追悼式及び慰霊祭
８月19日（金）、町老人
福祉センターにおいて磐梯
町戦没者追悼式及び戦没
者慰霊祭が挙行されました。
町主催による戦没者追悼
式では、全員で黙祷を捧げ
た後、町長の式辞、参列者
代表による追悼の辞並びに
献花が行われ、戦没者を追

悼しました。
追悼式終了後は、町遺族会による慰霊祭が行われ、関係者が玉

ぐしを捧げ、焼香をして戦没者の霊を慰めました。

戦没者追悼式の様子

力強い舞で東北の復興する力をアピール

（155）

なぜ　湯 殿 山 25
　前回まで「湯殿山永代日参講発
起之旨趣」によって、各村というか、
檀那場、霞といわれる所ではどうし
たのだろうか。
　山都町史資料等第十集から山都の
人達は初穂願を出している　例（日
参講とは別）
　文政 4 年 (1821 年 ) 湯殿山月参
願望に付初穂願
　文政辛巳歳 上林院
　不動滝籠
　　湯殿山月代参百人講中
　　　四月初山より八月□□□□迄
　抑　湯殿大権現は本地法身大日
如来の尊躰に東奥奇異の異□※不明の
文字なり一度歩を運ぶ輩は無始の罪
障之毒をのがれ　二世の請願成就
せすと言うことなし　卯毎月参詣せ
ん事を多年願ふといへども微力にし
て灘乃依之十法信心の旦郡御一人
前四十八銅ツツ御初穂は御志を以て
願望成就せん事を願ふ　しからば　
御家内安全御子孫繁昌五穀成就の
御祈祷於御宝前可相勤者也
　文政４年辛巳歳４月
　　上林院　法印元栄
　御初穂人別之覚
　４拾八つつ 上林村 佐藤又左衛門
　〃  〃 折笠丑松
　〃  〃 万右衛門
　〃  〃 染　松
　〃  〃 新重郎
　〃  〃 十兵衛
　〃  〃 直右衛門

（文・写真　國分）

湯殿山月参願望に付初穂願
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睡
眠
は
人
生
の
約
３
分
の
１

を
占
め
ま
す
。
睡
眠
は
体
の
疲

れ
を
と
る
た
め
、
脳
を
休
め
る
た

め
に
と
て
も
大
切
で
す
。睡
眠
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
体
を
修
復
し
、
新
陳
代
謝
を

促
し
、
日
中
の
活
動
で
疲
れ
た

身
体
を
効
率
よ
く
修
復
し
ま
す
。

そ
し
て
、
免
疫
力
を
高
め
る
役

割
も
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
風
邪

を
ひ
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
う
つ
病

な
ど
の
病
気
に
な
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
注
意

力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
仕
事

や
作
業
効
率
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

日
中
眠
気
が
な
く
、
生
活
に
問

題
が
な
け
れ
ば
睡
眠
時
間
に
こ

だ
わ
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
ど

れ
だ
け
熟
睡
で
き
る
か
と
い
う

「
睡
眠
の
質
」
が
重
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

介護保険制度についてのQ＆ A

《Q1》 ヘルパーさんは家族がいても利用できますか？
　　　どんな事が頼めますか？
《答》    介護保険で利用できるヘルパー（訪問介護サービス）の内容には２

種類あり、身体介護（食事、入浴、排泄のお世話など）と生活援助（住
居の掃除、洗濯、買い物など）です。

　　 　家族の方がいても、身体介護のサービスは利用可能です。また、生
活援助のサービスについても状況によっては利用可能な場合もありま
すので、詳しくは担当のケアマネジャーか地域包括支援センターにお
問い合わせください。

《Q2》    車いすやベッドを借りたいのですが…
《答》  　福祉用具の種類によっては、介護保険を利用できるものとそうでな

いものがあります。また、要支援１・２の方、要介護１の認定を受け
ている方は、利用できる品目が限られます。ご本人の身体や障害の状
態に合わせた福祉用具を選び、福祉用具貸与事業所との連絡調整を行
いますので、担当のケアマネジャー、または地域包括支援センターに
ご相談ください。

よい眠りのために
・ 適度な運動やストレッチ体操 ( 適度な疲れと
リラックス効果が快眠の秘訣 )
・ぬるめの湯の入浴
・室内の照明を月明かり程度にする。
・ 就寝前のコーヒーや紅茶、緑茶、アルコー
ルは避ける。
・ 床に入って 30分以上眠れない時は、いった
ん床を離れる。

※ 　これから涼しくなり、夜も長くなって睡
眠には最適な季節になってきます。

　心と体の健康を保つ
ために質のいい睡眠が
できるといいですね。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
元
気
で
生
活
す
る
た
め
に
制

度
を
良
く
知
り
、
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
今
回
も
介
護
保

険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
質
問

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ（
そ
の
３
）

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ（
そ
の
３
）

ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
ま
す
か
？

ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
ま
す
か
？

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

‐
認
知
症
の
は
な
し
‐

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師　

　

4
月
か
ら
、
及
川
先
生
の
あ

と
を
引
き
継
い
で
、「
り
ん
ど

う
」
3
階
の
認
知
症
専
門
棟

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。「
り
ん
ど
う
」
で
は
、

斉
藤
先
生
、
及
川
先
生
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
、
認
知
症

の
患
者
様
の
症
状
が
改
善
し
、

よ
り
よ
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
な
お
問
題
が
山

積
し
て
お
り
、
苦
悩
し
な
が
ら

の
介
護
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
障
害
さ
れ
て
死
ぬ
た
め
に
減

少
し
、正
常
な
中
枢
神
経
機
能
、

特
に
知
的
能
力
が
低
下
す
る
病

気
の
総
称
で
す
。
60
歳
以
下
で

発
症
す
る
こ
と
は
稀
で
す
が
、

85
歳
で
は
ほ
ぼ
３
人
に
１
人
が

認
知
症
の
患
者
さ
ん
で
す
。
認

知
症
は
、
人
生
50
年
で
あ
っ
た

時
代
に
は
な
か
っ
た
病
気
で
、

長
寿
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
病

気
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
は
い
く
つ
か
の
型

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
次

第
に
記
憶
力
や
判
断
力
が
障
害

さ
れ
、
そ
の
た
め
に
社
会
生
活

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
症
状

は
、
障
害
さ
れ
る
脳
の
部
位
が

拡
大
す
る
の
に
伴
っ
て
徐
々
に

進
行
し
、
性
格
が
変
わ
り
、
突

然
大
声
を
あ
げ
る
、
不
穏
、
妄

想
、
徘
徊
、
反
社
会
的
行
動
、

暴
力
行
為
、
暴
言
、
介
護
抵

抗
、
不
潔
行
動
、
な
ど
の
周
辺

症
状
（
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ

Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
が
現
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
脳
全
体
の
神
経
活
動
が
衰

え
る
と
、
外
界
へ
の
反
応
や
自

発
的
な
動
き
が
少
な
く
な
る
一

方
で
痙
攣
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
、
自
分
で
食
事
を
と
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
痩
せ
衰
え

て
き
て
、
生
命
の
維
持
も
困
難

に
な
っ
て
き
ま
す
。「
好
々
爺
」

は
認
知
症
の
一
つ
の
型
で
、「
老

衰
」
の
一
部
も
、「
認
知
症
」
に

伴
っ
て
身
体
機
能
が
衰
え
た
結

果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
障
害
さ
れ
て
死
に
、
正
常
に

働
く
神
経
細
胞
の
数
が
減
る
た

め
に
お
こ
り
ま
す
。
脳
の
神
経

細
胞
は
生
後
一
度
も
細
胞
分
裂

し
て
増
え
る
こ
と
は
な
い
た
め
、

障
害
さ
れ
て
死
ぬ
と
、
数
は
減

る
一
方
で
す
。
し
か
し
、
も
と

も
と
脳
細
胞
の
数
や
能
力
に
は

余
裕
が
あ
り
、
死
ん
だ
細
胞

の
機
能
を
ほ
か
の
細
胞
が
担
う

こ
と
に
よ
り
、
脳
全
体
の
機
能

を
維
持
で
き
る
代
償
能
力
が
あ

り
ま
す
。
認
知
症
は
、
こ
の
代

償
能
力
が
限
界
に
達
し
た
と
き

に
「
発
症
」
し
た
と
認
識
さ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
発
症

す
る
と
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、

徐
々
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
は

避
け
ら
れ
ず
、
治
療
法
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
初
期
に
は
進
行
を

遅
ら
せ
る
薬
が
あ
り
、
知
的
能

力
が
一
時
的
に
改
善
し
、
在
宅

生
活
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
薬
は
、
生

き
残
っ
て
い
る
神
経
細
胞
の
働

き
を
一
時
的
に
高
め
る
だ
け
で
、

病
気
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
認
知
症
が
進
行
し
て
末
期

に
な
る
と
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
出
現

し
て
在
宅
介
護
は
困
難
に
な
る

の
で
、
施
設
で
の
介
護
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
に
効

果
が
あ
る
薬
は
な
く
、
初
期
に

は
有
効
な
薬
も
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
場
合
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
、
患
者
様
の
不

安
や
混
乱
、
環
境
要
因
が
関

与
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、

こ
れ
ら
の
要
因
を
分
析
し
、
改

善
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
の
症
状

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
患
者
様
に
と
っ

て
心
地
よ
い
刺
激
が
適
度
に
あ

る
環
境
が
認
知
症
の
症
状
改

善
に
役
立
ち
そ
う
だ
と
介
護
ス

タ
ッ
フ
は
感
じ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
患
者
様
の
日
内
リ
ズ

ム
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
観
察
し

て
、
認
知
症
の
症
状
改
善
に
役

立
ち
そ
う
な
刺
激
を
探
し
て
い

ま
す
。
日
々
入
所
者
の
皆
様
に

接
し
て
い
る
看
護
・
介
護
ス
タ
ッ

フ
の
「
現
場
の
勘
」
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
家
族
の
方
々
の

面
会
は
心
地
よ
い
刺
激
で
あ
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
頻
回
に
面

会
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
何
よ

り
の
治
療
法
で
す
。
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ

の
な
か
に
は
向
精
神
薬
や
漢
方

医
学
的
治
療
が
有
効
な
場
合
も

あ
る
た
め
、
症
状
に
応
じ
た
薬

剤
治
療
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
方
法
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
な
く
な
っ

て
穏
や
か
に
な
り
、
在
宅
生
活

が
可
能
に
な
る
患
者
様
も
お
ら

れ
ま
す
。

　

入
所
者
の
皆
様
が
穏
や
か
に

在
宅
復
帰
さ
れ
る
こ
と
が
施
設

介
護
の
目
標
で
す
が
、
現
実
は

厳
し
く
、
実
現
で
き
る
患
者
様

は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

れ
で
も
私
達
は
、
入
所
者
の
皆

様
が
穏
や
か
に
尊
厳
を
も
っ
て

人
生
の
最
期
を
自
宅
で
過
ご
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
介
護
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
法
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
喫

煙
や
過
度
の
飲
酒
は
認
知
症
の

危
険
を
高
め
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
認
知
症

の
予
防
は
、
禁
煙
と
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
治
療
で
す
。
体
を

動
か
し
、
趣
味
や
生
き
が
い
を

持
つ
こ
と
は
脳
に
快
適
な
刺
激

を
与
え
神
経
細
胞
を
元
気
に
保

た
せ
る
よ
う
で
す
。
常
に
こ
ま

め
に
体
を
動
か
し
、
物
事
に
興

味
を
持
ち
続
け
、
暴
飲
、
暴
食
、

過
食
を
避
け
、
貢
献
と
発
見
を

喜
び
と
す
る
創
造
的
な
生
活
を

心
が
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
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〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

　

８
月
22
日
（
月
）
〜
23
日

（
火
）、
メ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
て
「
ば
ん
だ
い
っ
子

ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
９
名
の
参
加
が
あ

り
、
毎
年
参
加
し
て
い
て
、
上

手
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
児
童
か

ら
、
ゴ
ル
フ
が
初
め
て
と
い
う

児
童
ま
で
様
々
で
し
た
。

　

１
日
目
は
、
練
習
場
で
ア
イ

ア
ン
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
使
い
方

〔
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
〕

　

８
月
８
日
（
月
）、
磐
梯
大

学
で
は
、「
高
齢
者
と
地
域
防

災
」
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
暮
ら

し
の
安
心
〜
を
テ
ー
マ
に
講
話

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
猪
苗
代
消
防
署

磐
梯
出
張
所
の

 

副

所
長
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
震
や
火
事
の
時
に
慌
て
な

い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
の
防
災

意
識
を
持
つ
こ
と
や
備
品
の
内

容
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
14
日
に
は
水
消

火
器
の
使
い
方
な
ど
の
体
験
を

行
い
、
更
に
防
災
意
識
を
高
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り
〕

　

９
月
に
約
50
冊
の
新
し
い
本

が
入
り
ま
し
た
の
で
一
部
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

・
県
庁
お
も
て
な
し
課

・
下
町
ロ
ケ
ッ
ト

・
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房

・
江
戸
の
町　

新
装
版

・
我
が
家
の
問
題

・
み
ん
な
の
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

・
手
づ
く
り
文
房
具

・
ひ
と
り
暮
ら
し
な
日
々

・
ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
家
中
華

・
つ
ま
み
細
工
の
花
々

・ 

奥
薗
流 

い
い
こ
と
ず
く
め
の

乾
物
料
理

・
お
艦
の
味　

海
自
レ
シ
ピ

〔
楽
し
く
活
動
中
で
す
〕

　

町
の
居
場
所
事
業
で
あ
る『
ば

ん
だ
い
宝
っ
子
教
室
』（
一
小
）

が
８
月
31
日
か
ら
、『
わ
く
わ

く
大
谷
っ
こ
ク
ラ
ブ
』（
二
小
）

が
９
月
９
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
対
象
は
各
学
校
の
児
童
で

す
。

　

内
容
や
日
時
は
各
学
校
ご
と

に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

を
、
２
日
目
は
、
パ
タ
ー
の
練

習
の
後
、コ
ー
ス
に
出
ま
し
た
。

　

児
童
達
は
練
習
し
て
い
く
う

ち
に
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い

き
、
と
て
も
楽
し
く
活
動
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
メ

ロ
ー
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

穴
澤 

支
配
人
、
磐
梯
町
ゴ
ル

フ
愛
好
会
の
方
々
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
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＜ 10月の予定＞
 1 日（土） 瑠璃の里ボランティア
 6 日（木） 磐梯大学館外研修
 9 日・10日 おおるりンピック後期大会
 10 日（月） ばんだいっ子クラブニュースポーツ大会
 15 日（土） ばんだいっ子クラブ林業体験
 16 日（日） 女性カレッジ館外研修
 19 日（水） 磐梯大学実技講座 3回目
　毎週木曜日 英会話教室

国民健康保険のお知らせ国民健康保険のお知らせ

現在、お使いの国民健康保険証は９月 30日で有効期限が切れます。新しい保険証は９月末までに郵

便で各家庭にお届けしますので、10月１日からお医者さんにかかるときは、新しい保険証を窓口にお

出し下さい。

※　昨年 10月より世帯証（世帯に１枚）から個人証（１人１枚）に変わっています。

◆問い合わせ先　役場町民課 生活環境グループ　☎0242-74-1215

10月は国民健康保険証の更新です

国民健康保険個人証
（一般）

黄色地に黒字

見本
若草色地に黒字

国民健康保険個人証
（退職）

見本

こんなときは14日以内に届出を！

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入

ほかの市区町村から転入してきたとき ほかの市区町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき
（職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき）

職場の健康保険をやめた証明書（被扶養者でない
理由の証明書）、印鑑

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る

ほかの市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき
（職場の健康保険の被扶養者になったとき）

国保と職場の健康保険証（後者が未交付の場合は
加入を証明するもの）、印鑑

被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑
住所・世帯主・氏名などが変わったとき

保険証、印鑑世帯を分けたり、一緒になるとき
修学のため、別に住所を定めるとき
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの、印鑑

　加入の届出が遅れると国民健康保険税は国保加入資格を得た月までさかのぼって納めなければなりま
せん。その間の医療費は全額自己負担となります。
　また、やめる届け出が遅れると、国民健康保険税を二重に支払ってしまうこともありますので、上記
に該当する場合は必ず 14日以内の届け出をお願いします。

わかりやすく教え
ていただきました

火を出さない為に…大学生らしく
勉強中です

わかりやすく、楽しくゴルフの基礎を教えていただきました

２日目の活動を終えて、記念撮影をしました
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がんばろう!福島の淡水魚たちがんばろう!福島の淡水魚たち
‐第 16回内水面水産試験場参観デーの開催‐

◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ　☎ 0242-74-1215
　会津若松年金事務所　☎ 0242-27-5321

◆問い合わせ先　
    役場町民課 生活環境グループ☎ 0242-74-1215

◆問い合わせ先
　全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所
　 新潟市中央区西堀前通一番町703
　西堀一番町ビル 6階　代表 弁護士　足立 定夫
　☎ 025-223-1130・FAX 025-378-1662

◆問い合わせ先
　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

法は、個人と個人との自由の調和を図り、安

定した社会生活を送れるようにする役割を果

たし、一方で、国に対し、法に従って権限を行使

するように命じることによって国による権限行使が

適正な内容と手続きの下で行われるようにすること

で、国民の権利を守るという役割も果たしています。

のぞいてみてください。法を身近に感じていた

だくために、裁判所、法務省、検察庁及び

弁護士会では、10月1日からの 1週間を「法の日」

週間とし、毎年、全国各地で各種の行事を実施し

ています。裁判所では、裁判員制度に関するものや、

各種説明会や見学会などの催しを行います。

日々私たちを取り巻く社会は、変化し、生活の

様々な場面で法の果たすべき役割がこれまで

以上に重要となってきています。国民が刑事裁判

に参加する裁判員制度も、施行から2年以上が経

過しましたが、参加された方々の高い意識に支えら

れて円滑な運営が行われてきました。一人一人が

法や裁判への理解を深めることは、社会の中でそ

れぞれの自由を尊重しながら、安心して暮らせる社

会をつくることに役立つものと考えています。この

機会に、ぜひ、法や裁判について考えてみてくだ

さい。

法を身近に感じてみよう法を身近に感じてみよう

日時
　10月 1日（土）、午前 10時～午後 3時
場所
　福島県内水面水産試験場内
　　猪苗代町大字長田字東中丸 3447-1
　　（猪苗代町「緑の村」のとなり）

内容
・研究結果の成果展示
・お魚ウルトラクイズ
・試食コーナー
　会津ユキマスの塩焼きなど
・農産物（６次化商品）などの試食・販売
環境への配慮
・ 自動車でご来場の際は、相乗りでお願いします。
・ 試食される方は、できる限り「マイ箸・食器」
の準備をお願いします。

　国民年金保険料は国民年金機構からお送りす

る納付案内書等により、毎月の保険料を翌月の末
日までに納めていただくことになっています。
　保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢
基礎年金の額が少なくなったり、場合によって
は、年金が受けられなくなることがあります。ま
た、万一の時に障害基礎年金や遺族基礎年金が受
けられなくなることがあります。
　そこで、便利で安心な口座振替のご利用をお勧
めします。口座振替にしておくと、毎月、納めに
行く時間と手間がかからず便利で安心です。
　また、口座振替の中には割引のあるお得な振替
方法（早割・一年前納・半年前納）もあります。
　お申し込みの方法は、口座振替申出書に必要事
項を記入・押印（金融機関の届出印）してお近く
の年金事務所にお申込みされるか、ご郵送くださ
い。また、金融機関窓口にご提出いただいても結
構です。
　なお、口座振替申出書は役場町民課にも備え付
けてあります。

　Ｂ型肝炎訴訟は、集団予防接種における注射器
の使い回しが原因でＢ型肝炎ウイルスに感染し
た被害者が、国を被告として損害賠償を求めてい
る裁判です。
　平成 23年 6月に、国との間で被害者救済に向
けた基本合意が成立し、多くの被害者が基本合意
に基づいて救済を受けられるしくみができまし
た。
　この度、このことを多くの方にお知らせし、相
談に応じる電話窓口が開設されました。

開催日時
　平日　月曜日～金曜日（随時）
　午前９時～午後５時
場所
　全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所　
　（新潟市中央区西堀前通一番町703西堀一番町ビル６階）

内容等
　 集団予防接種によるＢ型肝炎感染者の方を対
象にした国の補償に関する説明
相談費用
　無料
申込方法
　不要（問い合わせ先に直接お電話ください）

◆問い合わせ先
　福島県内水面水産試験場　☎ 0242-65-2011

　川や湖の魚の研究をしている県の内水面水産試験場では、施設や研究内容（淡水魚に関する放射能の

影響への取り組みなど）を地域の皆さんに知っていただくため、今年も施設を開放し、楽しいイベント

を開催します。御家族おそろいでおいでください。

磐梯町霊園使用希望者受付中磐梯町霊園使用希望者受付中

名称
磐梯町墓地公園

所在地
磐梯町大字更科字南立石6443番地の2

墓所規格 

区域 面積 永代
使用料

管理料
（年額）

区画
残数

自由区域 *1 9㎡ 252,000円 4,500円 38区画
規格区域 *2 6㎡ 168,000円 3,000円 53区画
(*1) 自由区域 ：  使用者が高さ2.5mの範囲で自由に墓

碑を設置できる墓所
(*2) 規格区域 ：  町が決めた一定の規格墓碑を設置する

墓所
使用資格
1. 町民
2. 町民以外で以下の人
・町内に墓地がある人
・町に本籍がある人
・将来町内に住む予定の人
・ 町内の人が死亡したとき、祭事を主催する
人が町外の人の場合

受付期間 
　随時受付中

９月１日って何の日でしょう？９月１日って何の日でしょう？
　9月 1日は防災の日です ! 大正 12 年の 9月 1
日は死者・行方不明者14万人、倒壊家屋  12万棟、
全焼家屋 44万棟の被害をもたらした関東大震災
の発生した日です。
　さらに 9月には室戸台風や枕崎台風、洞爺丸
台風など過去に甚大な被害をもたらした台風がそ
の名を連ねています。地震に台風、大雨、つい最
近、私たちが経験したばかりではないですか ! 災
害は、けっして他人事ではないのです。
　被災した場合どうしたら良いか考えてみましょ
う ! 何が必要なのか確認して備えてください。そ
して、ご家族で話し合ってみましょう。
　避難場所や避難の方法、ライフライン、病院、
食料、トイレ問題など様々な話題が出てくると思
います。災害に備える第 1歩目は、あなたが災
害について考えることです !

-10月 1日は、「法の日」です -

「法の日」週間記念無料法律相談を開催します

日時 場所

9月 30日（金）
午前10時

～午後3時

福島地方・家庭裁判所会津若松
支部構内弁護士待合室
（会津若松市追手町6-6）
☎0242-27-0264

避難場所

一時集合場所や避難場所を確かめる。
実際に避難場所まで歩いて、途中の様子を知っておく。
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国民年金保険料の納め忘れはありませんか?国民年金保険料の納め忘れはありませんか? Ｂ型肝炎感染者の方を対象にしたＢ型肝炎感染者の方を対象にした
電話相談会のお知らせ電話相談会のお知らせ
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●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 8/21 　大 寺 二 区 86歳
 8/30 　大 寺 一 区 88歳

（8月期　敬称略）

税金の申告・納付等の期限のお知らせ税金の申告・納付等の期限のお知らせ

市町村対抗野球へ応援よろしくお願いします!市町村対抗野球へ応援よろしくお願いします!

　福島県のうち、次の表を除く地域の納税者の方
につきましては、平成 23年 3月11から9月30
日までの間に到来するすべての国税の申告・納付
等の期限が、

平成 23年 9月 30 日（金）
となります。

引き続き期限が延長される地域
管轄税務署 対象市町村
福島 川俣町
郡山 田村市

相馬
南相馬市、飯館村、浪江町、
双葉町、大熊町、富岡町、楢葉町、
広野町、葛尾村、川内村

　申告・納付等の義務がある個人や法人の方
で申告・納付等がまだお済みでない方は、平
成 23年 9月30日までに手続きをお願いしま
す。また、申告所得税や個人事業者の消費税
及び地方消費税にかかる平成 22年分の確定申
告書を提出した方で振替納税をご利用の方の振
替納付日は、平成 23年 10月31日となります。

申告等の手続きが困難な方
東日本大震災による災害等により、9月30日ま
でに申告・納付等の手続きが困難な方につい
ては、個別に期限の延長が認められますので、
状況が落ち着いた後、最寄りの税務署にご相談
ください。
申告・納付等の義務のない方
申告・納付等の義務がない方であっても、震災
特例法により、東日本大震災により住宅や家財
などに損害を受けた個人の納税者の方は、確定
申告を行うことにより所得税の還付を受けること
ができる場合や、自動車重量税の還付を受ける
ことができる場合があります。

◆問い合わせ先
　会津若松税務署　☎0242-27-4311

　この場合は、平成 23年 9月30日以降にも手
続きをすることができますが、税務署では、すで
に相談・申告を受け付けておりますので、お早め
に最寄りの税務署にご相談ください。
その他震災特例法の内容や震災に伴う税務上の
取扱いについては、国税庁ホームページ (www.
nta.go.jp) をご覧いただくか、最寄りの税務署にご
相談ください。

平成23年産米の放射性物質調査について平成23年産米の放射性物質調査について

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23年 8月末現在）

9月30日（金）

国民健康保険税（第3期）
介 護 保 険 料（第3期）
後期高齢者医療保険料（第2期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた

 7/23 　 男  更 科 団 地
 7/26 　 女  七 ツ 森
 8/11 　 女  入 倉
 8/17 　 女  法 正 尻
 8/22 　 男    東 電 第 二

◆問い合わせ先
　会津地方振興局 県税部　☎0242-29-5261

　福島県では、現在、東日本大震災に伴い平成
23年度自動車税の定期課税を延期しております
が、原子力災害区域に係る一部市町村 ( 田村市、
南相馬市、伊達郡川俣町、双葉郡 8町村 ( 浪江町、
葛尾村、双葉町、大熊町、富岡町、川内村、楢
葉町、広野町 )、相馬郡飯舘村 ) を除き、次の日
程で課税を実施いたします。
納税通知書の発付日

　9月 7 日 ( 水 )
納期限

　10 月 31 日 ( 月 )
　なお、この間に車検有効期間が満了する自動
車については、平成 22 年度の納税証明書 ( 平
成 23 年 10 月 30 日まで有効 ) で車検を更新す
ることができます。

　福島第一原子力発電所事故の発生を受け、県内
で生産される平成 23年産米の安全性を確認する
ため、米の放射性物質調査を実施します。
　9月中旬から 10 月上旬にかけて、県が収穫期
に合わせて調査を実施し、結果を速やかに公表し
ます。市町村ごとの全ての結果が出た後に、市町
村単位で米の出荷や販売ができるようになりま
す。
　県の調査の結果、暫定規制値（500 ベクレル／
kg）を超えた場合は、旧市町村の区域ごとに出荷
が制限され、その地域の米は廃棄することになり
ます。（※旧市町村単位とは、昭和 25 年以前の
市町村単位になります。）
　なお、磐梯町においても地域ごとの詳細なデー
タ（概ね２ha に１点）を把握するため、独自に
米の放射性物質の調査を実施し、公表することを
予定しています。
　なお、不明な点や詳細については、下記にお問
い合わせ願います。

　今年も「市町村対抗福島県軟
式野球大会」に磐梯町チームが
出場します。
　初戦の日程は次のとおりです
ので、町民の皆さんの力強い応
援をよろしくお願いします。

対戦相手
　塙町チーム
試合日
　9月 18日（日）　午前 8時から
試合球場
　県営あづま球場

◆問い合わせ先
　役場 産業課 農業振興グループ　☎0242-74-1217

国税に関する申告・納付等の
期限についてのお知らせ

平成23年度自動車税定期課税について

昨年の試合の模様
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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ちゃん（横達）
平成23年4月3日生まれ

ちゃん（上西連）
平成23年4月3日生まれ

ちゃん（赤枝）
平成23年4月4日生まれ

ちゃん（赤枝）
平成23年4月10日生まれ

ちゃん（落合）
平成23年4月25日生まれ
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